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Abstract

Praxisを使った結果 … : 
「読みながら」の〈文法知識〉が身につく (入試頻出の文法)
文構造(SVOC、主述関係)を踏まえた英文理解が可能になる

英文読解につながる〈文法力〉〈語彙力〉を身につける

Praxisの特徴:
〈英文法〉を意識した読解ができる
〈1文の理解〉から〈全体の読解〉へ
〈全体の読解〉から〈作文〉や〈要約〉の活動、および〈内容〉の定着へ

背景:
英文法・語彙の学習ができていない？
単語の拾い読み
〈読みの予測〉に基づく〈読解〉ができていない
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〈和訳〉さえできない

雑読の回避



Introduction: Praxisとはどんな問題集か
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内田諭先生 (九州大学大学院准教授)

英語学(認知意味論，コーパス言語学，語用論)，
応用言語学(辞書学，英語教育学)

・「Praxis(プラクシス)」監修

http://dd.kyushu-u.ac.jp/~uchida/cvla.html

・『オーレックス英和辞典第3版』(旺文社，編集委員, 10月発刊予定)，

『フレーム意味論とフレームネット』(研究社，共著)，『英語教師のた

めのコーパス活用ガイド』(2014，大修館，共同執筆)ほか

執筆者の紹介

http://dd.kyushu-u.ac.jp/~uchida/cvla.html


石原健志 (大阪星光学院英語科教諭)

日本語を母語とする英語学習者の英文法処理プロ
セスと言語学の知見を援用した学習英文法の構築。

・ 『英語長文読解 プラクシス(Praxis)』執筆

・『ベーシックジーニアス英和辞典』(大修館書店，項目執筆 11月刊

行予定)、『名作で身につく心に残る英単語』(くろしお出版，共著，年

内刊行予定)， 『テオリアシリーズ』(Z会，共著)， 『受験英語をバージ

ョンアップする―ずっと使える英語力への15 の Tips―』(開拓社，

単著)，『入試実例 コンストラクションズ』(三省堂，編著)，『全国大学

入試問題正解』(旺文社，解答解説執筆)ほか

執筆者の紹介



Introduction: Praxisとはどんな問題集か

読解へのアプローチ: 
- 内田&石原

〈読解のための知識〉

Praxis 

Level 1  Stage 1-1

Level 4 Stage 1-1
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Level 4では…

Level 1からの一貫した記述
身につけて欲しい知識を掲載



Introduction: Praxisとはどんな問題集か

問題編: 
- 入試問題の設問を残し
つつ〈英語学習〉を促

進させる設問を書き下

ろし

- 〈弁別〉のための問題
ではない
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和訳は…
日本語によるアウトプット



Introduction: Praxisとはどんな問題集か

解答・解説編: 
- 見やすい構造図、正確
な解説、入試に必要な

知識の解説、答案例
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Introduction: Praxisとはどんな問題集か

サポートノート: 
- インプットからアウト
プットへ

- 語彙・リスニング・文
法解説・要約・リテリ

ング・自由英作文

- 長文に出ていた語彙・
文法を内在化させるタ

スク
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単語と穴埋め
そのまま小テストへ



授業で使うなら: Praxisを授業で使うなら
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授業で使うなら: 各項目の有機的むすびつき
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英文法ビジュアライズ: 授業で〈導入〉として使ってほしい
〈視覚的〉な英文法を目指して…



授業で使うなら: 読解のための英文法 (明示的知識）
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SVOC
call
appoint
choose
elect
name
「OにC(主に名称・職柄)を与
える」系統の動詞

OC

辞書指導
例文作成

総合英語参照

個人でもグループワーク
でも文法学習ができる



Lesson 1 – 1 : 読解のための英文法 (明示的知識）
13

単語
フレーズ
文・文型
段落
文章

それぞれのレベルでの理解を進めていく



Praxis L3-3: 英文法の気づきをうながすワークシート
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英文法のポイントに気づきをうながす授業づくりに必要なもの…

読解における〈文法学習〉

メリットは？
文法 単元別ではないので
多様な文法に触れられる



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の英文法
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英文法のポイントは解答解説の中に…

ハンドアウトのための
〈文法ポイント〉は
解答解説から選ぶ



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の英文法
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テキストの中の英文法に気づきを促すために…
50分の授業で〈読解部分〉をどう授業するか？
➀テキストを見ながら音声確認(発音が分からない箇所にラインマーカーで線を引く)。
必ず段落毎に。穴埋め部分は「なんて言った？」などとそのまま確認。



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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テキストの中の英文法に気づきを促す…
➁ 注目させたい英文に下線を引き、番号を振る。

(時間数により項目の加減。扱いきれないものはPraxis の〈解説〉を読むよう
に指示をしたり、プリントを作ったりして、生徒が学習するポイントをまとめる)



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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テキストの中の英文法に気づきを促す…
➁ 今回挙げた文法ポイントは、授業で扱うほぼ最大の項目(実際には減らす)
これらのポイントについて〈ハンドアウト〉を作ると授業がすすめやすい



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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テキストの中の英文法に気づきを促す…
➁ 今回挙げた文法ポイントは、授業で扱うほぼ最大の項目(実際には減らす)
これらのポイントについて〈ハンドアウト〉を作ると授業がすすめやすい



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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説明したい
グラマーポイントを整理

一番のメリットは
〈分散的繰り返し〉

例：関係詞や分詞構文は何度でも出てくる
➩その都度、プリントで項目化！

だんだんタスクをむずかしくしても良い
➩結果的に「いきなり和訳」も可能

忘れたら前のプリントを見る、
など振り返り学習も可能。



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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tough構文の特徴は何か？

Sがto doのOを兼ねる(かなり特殊)
日本語にできるか？
書き換えできるか？

➩形式主語構文を理解しているかの確認



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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Everybody / everyoneの単数扱いは
〈英作文〉にもつながる。

they / their / themで
受けることも指導できる。



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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従属接続詞の働きの確認
「対比」という〈機能〉に気づけるように

whileの単語の意味も…

シンプルな問い立ても意識する



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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要素の復元
単語の意味確認

Praxis の解答への誘導
＋αの知識の紹介



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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thatなど指示語を明確に捉える
= 和訳の練習にもなる

関係代名詞の機能
(後置修飾)の把握

↓
意味理解へ

くり返し確認できる



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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thatの識別
関係代名詞のはたらきの確認

日本語での「和訳」というアウトプット



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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主語の特定
what S+V

whatが疑問詞か関係詞



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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強調構文(分裂文)のwh-疑問文
語順への注意をうながす

日本語へのアウトプット
サポートノートのへの誘導



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
29

長文読解で繰り返し出てくる分詞構文
態と意味上の主語はくり返し意識させる

Our questionが何を表すか
内容確認の徹底



Praxis Level 3: テキスト(文章)の中の文法
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段落ごとの音声確認 : 5分から10分
指示：読み方が分からない・うまく聞き取れないところに下線
目的：テキスト全体の把握、音と文章の連結

文法項目チェック : 20分から25分
指示：一緒にハンドアウトを埋めよう、クラス・個人とのインタラクション、

文法が意味につながることを意識しよう
目的：〈音〉で何となく認識した文章について、どんな文法(規則)が働い

ているかの確認

解答確認 : 10分から20分
指示：予習を課した場合は、文法チェックを踏まえて解答の修正を促す。
目的：最終目標は「自力で解答」。説明を受けて、解答が作れるのなら、

それでよい。



まとめ

Praxisを使った結果 … : 
「読みながら」の〈文法知識〉が身につく (入試頻出の文法)
文構造(SVOC、主述関係)を踏まえた英文理解が可能になる

英文読解につながる〈文法力〉〈語彙力〉を身につける

Praxisの特徴:
〈英文法〉を意識した読解ができる
〈1文の理解〉から〈全体の読解〉へ
〈全体の読解〉から〈作文〉や〈要約〉の活動、および〈内容〉の定着へ
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Praxisを使った授業 … : 
長文の中の入試頻出の文法を生徒の理解度に合わせて扱う

〈文法理解〉が下支えとなり、4技能の活動のパフォーマンスが向上する



おわりに…

ご清聴ありがとうございました。

Praxisは「生徒にとって大変な」問題集であると思います。
でも、何かを成し遂げようとおもうなら、それを乗り越
える必要があるのではないかと考えて作りました。

先生方の日々のご指導の参考になれば幸いです。

また、本日の発表について、ご意見を頂けますと幸いで
す。
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